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護
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酬
・
障
害
福
祉
報
酬
の
改
定
に
よ
る
介
護
・
障
害
福
祉
職
員
の
賃
金
引
上
げ
の
担
保

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
報
酬
の
改
定
に
よ
る
介
護
・
障
害
福
祉
職
員
の
賃
金
引
上
げ
の

担
保
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
、
七
、
八
、
十
、
十
一
、
十
四
及
び
十
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
は
、
平
成
二
十
七
年
度
予
算
に
お
い
て
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
の
賃
金
を

一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
千
円
相
当
引
き
上
げ
る
た
め
に
必
要
な
額
を
計
上
し
て
お
り
、
事
業
者
が
処
遇
改
善
加
算
を
算
定

す
れ
ば
、
そ
れ
を
原
資
と
し
た
処
遇
改
善
が
行
わ
れ
る
旨
を
答
弁
し
た
も
の
で
あ
る
。
介
護
職
員
及
び
障
害
福
祉
職
員
（
以

下
「
介
護
職
員
等
」
と
い
う
。
）
の
処
遇
改
善
加
算
（
以
下
「
処
遇
改
善
加
算
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
ご

と
の
加
算
率
に
基
づ
き
、
処
遇
改
善
加
算
に
よ
っ
て
事
業
者
が
得
た
額
を
原
資
と
し
て
事
業
者
が
介
護
職
員
等
に
対
し
て
処

遇
改
善
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
介
護
職
員
等
に
対
す
る
具
体
的
な
処
遇
改
善
の
方
法
に
つ
い
て
は
事
業
者
が
判
断
す

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
全
て
の
介
護
職
員
等
の
賃
金
が
一
律
に
月
額
一
万
二
千
円
引
き
上
が
り
、
そ
の
年
収
が
十
四
万
四
千

円
引
き
上
が
る
仕
組
み
で
は
な
い
。
ま
た
、
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て
は
、
介
護
職
員
等
の
賃
金
（
退
職
手
当
を
除
く
。
以

下
同
じ
。
）
の
引
上
げ
に
充
て
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
手
当
、
賞
与
に
加
え
て
定
期
昇
給
等
を
含
め
た
賃
金
改

善
に
充
て
る
こ
と
や
、
当
該
賃
金
の
引
上
げ
に
伴
う
社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
等
の
増
加
に
も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も

一



の
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

一
か
ら
四
ま
で
、
七
、
八
、
十
、
十
一
、
十
四
及
び
十
五
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
処
遇
改
善
加
算
は
全
て
の

介
護
職
員
等
の
賃
金
が
一
律
に
月
額
一
万
二
千
円
引
き
上
が
る
仕
組
み
で
は
な
い
。
処
遇
改
善
加
算
の
算
定
要
件
に
お
い
て

は
、
処
遇
改
善
加
算
が
介
護
職
員
等
の
処
遇
改
善
に
確
実
に
結
び
つ
く
よ
う
、
事
業
者
に
対
し
て
、
介
護
職
員
等
の
賃
金
の

改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
が
処
遇
改
善
加
算
の
算
定
見
込
額
を
上
回
る
賃
金
改
善
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
、
都
道
府

県
知
事
等
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
事
業
年
度
ご
と
に
処
遇
改
善
に
関
す
る
実
績
を
都
道
府
県
知
事
等
に
報
告
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
適
切
な
内
部
留
保
額
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
経
営

実
態
を
踏
ま
え
た
適
切
な
内
部
留
保
額
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
二
に
つ
い
て

個
々
の
事
業
所
に
お
け
る
介
護
職
員
等
の
月
給
に
つ
い
て
は
、
賃
金
水
準
は
個
々
の
労
使
交
渉
等
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
も

二



の
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

処
遇
改
善
加
算
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
者
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
何
割
の
事
業
所
が
処

遇
改
善
加
算
を
算
定
す
る
か
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三


